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田 口 雅 弘３９２
－１４２－
制転換研究は，翻訳も含めて数多くあり，水準の高いの研究蓄積がある分野である。しかし私の知る
限りでは，ここ１０年間でハンガリー経済研究書として出版されたのは，おそらく森彰夫氏の『ハンガ
リーにおける民営化の政治経済学』（彩流社，１９９９年）のみであろう。しかしながら，森氏の著作は
民営化を中心に分析した研究で，ハンガリーの体制転換過程を総合的に取り扱っているわけではな
い。したがって，本書はハンガリー体制転換・移行期研究としても価値のある研究書といえる。とり
わけ，先にも述べたように，国際経済との連関を明示的に取り入れて分析した点は，まさに著者の真
骨頂であり，本書のユニークな点である。
さらに，世界の第一線の研究を丹念に分析し，批判的に取り入れている点も本書の大きな特徴であ
ろう。あえて注文をつければ，こうした多くの議論の中に著者の主張が埋もれてしまい，著者自身の
分析や結論が何カ所かで見えにくくなっている点であろう。もう少し大胆に著者の見解を展開しても
らいたかった。ただし，移行が対外的にどのようにファイナンスされたかという問題の分析，直接投
資が果たした役割の分析，新しく形成された所有構造の分析，労働市場の分析などは，論点を明確し
て問題の構造をシャープにえぐり出しており，示唆に富んだ内容となっている。
全体として，本書は理論部分でも実証部分でも示唆に富んだ議論が展開されている質の高い研究書
に仕上がってるといえる。また，幅広いテーマを取り扱いながら，それをコンフィギュレーション理
論で有機的につなぐことによって，様々な分野・レベルでの議論や分析を一貫した視点で展開するこ
とにも成功しているといえるだろう。
３９３田中宏『EU加盟と移行の経済学』
－１４３－
